
令和５年度 指定管理者制度導入施設モニタリングシート 

●施設概要 

施設名 古河市総和老人福祉センター 施設所管課 古河市役所 高齢介護課 

指定管理者名 社会福祉法人 古河市社会福祉協議会 
指定期間 

（評価実施年） 

平成３１年 ４月 １日 ～ 令和６年 ３月３１日 

（指定期間５年のうち５年目） 

施設設置目的 

高齢者の憩いの場、交流の場として親しまれ、超高齢化社会においていつまでも高齢者が生き生きと暮らしていけるよう健康と生きがいを維持するた

めに設置されています。 

 

主な実施事業 

高齢者の健康の増進、教養の向上、余暇活動、入浴保養の場の提供等。 

 

 

 

●実績報告 

開館・ 

開園日数 

利用人数 

（人） 

利用団体数 

（団体） 

減免数 

（件） 

指定管理料 

（円） 

指定管理者の収支状況 備 考 

収入【Ａ】(円) 支出【B】(円) 差引【Ａ-B】(円) 

301 10,612 52 10,423 34,000,000 46,123,784 28,847,278 17,276,506 
令和６年２月２６日～利用休止 
令和６年３月３１日 閉館 

 

●管理運営状況 

項目 評価基準（評価の観点） 
評価内容 

自己 指定管理者コメント 所管課 所管課コメント 

1.
団
体
の
能
力 

団体の安定性 安定した運営ができる財務状況である 

Ａ 

常に安定した財務状況を保ち、
市の計画や条例に則って、指定管
理者としての信頼を保つよう努め
ました。 Ａ 

協定書及び仕様書に則り、適
正に事業運営が行われている。 

また、予算についても適正に執
行されている。 

団体の信頼性 類似施設の管理実績が良好である 

基本方針 市の計画や条例における施設の設置目的や役割を理解している 

指定管理者としての責務を認識し、真摯に事業に取り組む姿勢がある 

2.
管
理
運
営
の
基
本
事
項 

公平性の確保 

  

  

  

誰もが平等・公平に利用できる仕組みづくりがされている 

 

Ａ 

管理運営規則に基づき公の施
設であることを念頭に置いて、市
民の平等利用を確保しました。 
 
 
 
 
 
 
 

利用者にルールを守って利用し
てもらうよう呼びかけ、トラブルや
苦情のないように努めました。 

苦情や要望を受けた際には、施
設及び組織として十分に協議し、
改善を図るよう努めました。 
 
 
 
 
 

個人情報保護規程を順守し、個
人情報を保護するとともに、職員
の意識啓発に努めました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

施設内の点検を日頃から実施
し、利用者の転倒やけがの防止に
努めました。 

また、自衛消防組織による消防
訓練を行いました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

危機管理マニュアルに基づい
て、利用者の安全確保と施設の保
全を円滑に行いました。 
 

Ａ 

管理運営の基本事項が守られ
ている。 

入館時の受付方法は適正に行
われている。館内の利用ルール
を掲示し、利用者が平等に利用
できるよう運営している。 

また、風呂利用においても公平
性のある受付が徹底されている。 
 
 

アンケートを実施し、改善でき
る要望等については逐次対応し
ている。 

また、苦情があった際は、職員
が適切に対応するとともに、顛末
等を職員間で共有し、その後の
対応に活かすように努力してい
る。 
 
 
 

個人情報保護については、マ
ニュアルに沿って適切に管理され
ている。 
 
 
 
 
 
 
 
 

日常的に施設内点検を実施
し、利用者に不具合が生じないよ
う努めている。 

消防設備業者の立会いの下、
避難訓練を実施し安全対策は適
切に講じられている。 

緊急時に備えて、利用者の緊
急連絡先台帳を整備されている。 
 
 
 

 
危機管理マニュアルは全職員

が常時内容を確認できる場所に
保管するとともに、避難経路を掲
示し、常に通路は確保されてい
る。 

 

・利用時間・開館日は協定書を遵守している 

・利用時間・開館日・事業内容等の周知は的確である 

・予約方法・受付方法は的確である 

苦情・要望の把握と対応  

  

  

  

  

利用者の意見・要望の把握とその反映の方法は的確である 

トラブル発生時の対応策や未然防止策が検討されている 

Ａ Ａ 
・苦情・要望の把握方法・対応が明確になっている 

・苦情・要望内容、対応についてきちんと記録されている 

・より多くの意見を集められるよう工夫が図られている 

・利用者が気持ちよく利用できるよう工夫が図られている 

情報管理 

  

  

  

個人情報保護や業務上知り得た秘密の漏洩防止策が講じられている 

情報公開への対応は的確である 

Ａ Ａ 
・業務上知り得た秘密や個人情報の適切な管理方法について定めた個人情報保

護マニュアルが策定、更新されている 

・情報管理について職員に意識付けされており、マニュアル通り運用されている 

・情報公開規程が策定されている 

利用者の安全確保 

  

  

  

  

日常から利用者が安全に利用できるよう、事故防止、防犯、防災などきめ細かい安

全対策が講じられている 

Ａ Ａ 

・日常的に必要な安全点検を行っている 

・緊急時の行動規範(マニュアル）が策定・更新されている 

・緊急時の行動規範(マニュアル）が職員に周知徹底されており、マニュアル通り運

用されている 

・最低年 1 回の避難訓練を実施している 

危機管理体制 

  

  

事故、災害など緊急時において適切な対応ができるような体制がとられている 

 

Ａ Ａ ・危機管理マニュアルが策定、更新されている 

・危機管理マニュアルが職員に周知徹底されており、マニュアル通り運用されている 

・非常口の表示がされており、避難経路が確保されている 



3.
管
理
運
営
体
制 

人員体制 

  

  

  

管理運営内容と整合した職員体制がとられている  

必要な資格、専門的な知識を持った職員が配置されている 

人件費の設定は適切である 
Ａ 

円滑な運営管理を行う為に必
要な職員体制をとるよう努め、必
要な資格を持った職員の配置も順
次進めています。 
 
 
 
 
 
 
 

スキル維持・管理に関する研修
等を行い、職員の資質向上に努
めました。 
 
 
 
 
 
 

施設の老朽化により各設備の
不具合が起こりやすくなっており、
常時職員が目を配り、早期修繕を
心掛けました。 

また、浴場設備についても常に
衛生面の注意を心掛け、維持管
理を行いました。 
 
 
 
 
 

業者に業務委託する場合、競
争入札を実施し、経費を最小限に
抑えました。 

Ａ 

事業計画書に沿って、シフトが
組まれており、適切に業務を遂行
できる体制をとっている。 

また、有資格者として、防火管
理者等が適切に配置されてい
る。 
 
 
 
 
 

定期的に職員全員で会議を行
い、利用者対応の指導や業務内
容の研修が行われており、職員
の資質向上に努めている。 

 
 
 
 
 
施設の老朽化に伴い、維持管

理・修繕が課題である。緊急性の
あるものは、直ちに修繕してい
る。 

建物・設備の法定点検を職員
が日常点検を行い、異常があれ
ば早期に把握し対応している。 

 
 
 

 
温泉設備を有する特異な施設

であるため、委託先が固定化す
る点はやむを得ないと判断する。 

緊急性のある修繕以外、従来
どおり見積もり合わせによる入札
を原則として実施している。 

また、委託契約書・完了届等の
書類は適正に作成、保管されて
いる。 

・業務遂行のための適切な職員体制がとられている 

・業務遂行に必要な資格を持った職員を確保しており、適正に配置している 

・勤務時間・賃金・雇用等において労働基準法等関連法令を遵守している 

人材育成 

  

  

  

職員の育成、資質向上のためのきめ細やかな取組が実施されている 

 

Ａ Ａ ・職員の育成、資質向上のための研修を実施している 

・職員の技術向上のための研修を実施している 

・利用者に対して気持ちの良い対応をしている 

施設の維持管理 

  

  

  

  

  

施設の機能維持、物品管理の方策は適切である 

Ａ Ａ 

・施設を清潔で衛生的に保っている。 

・施設の機能維持に必要な保守点検業務を実施している 

・修繕が必要な箇所や危険箇所を早期に把握できるような体制がとられている 

・法定点検を実施し、遅滞無く市に報告している 

・備品を良好に保ち、備品台帳で適切に管理している 

業務委託 

  

  

再委託の業務範囲、委託方法及び委託先は適切である 

再委託業務の成果確認の方法は適切である 

Ａ Ａ ・委託先を決める際に数社から見積もりをとるなど、委託方法及び委託先は適切で

あり、事前に市の承認を受けている 

・再委託業務の成果確認を実施している 

4.
施
設
の
効
果
的
活
用 

広報・PR 

  

  

利用者の増加を図るための広報計画や数値目標が適切である 

魅力的なサービスや利便性向上につながる提案がなされている 
Ａ 

社協ホームページ等で、PR 活
動を行いました。 
 
 
 
 
 

 
施設利用拡大を目的に、刃物

研ぎを行いました。 

Ａ 

ホームページでの周知や自主
事業の活動を行い施設の活用に
努めた。 

・各種媒体を利用した利用促進の取り組みを実施している 

・利用促進の取り組みの成果を把握している 

施設の活用 

  

施設の利用拡大のための事業、または自主事業の取組が検討されている。 

 
Ａ Ａ 

・魅力的な企画やイベントの実施により、利用者数や稼働率に効果がみられる 

 

5.
効
率
性 

経費削減・収支バランス 

  

  

  

  

  

経費節減のための方策は、無理がなく実現可能なものである 

設定額（サービスとコストのバランス）は妥当である 

Ａ 

電気・ガス等の資源の有効活用
やゴミの減量化、省エネルギー、
CO２削減等、環境に配慮した管
理運営を行いました。 
 

Ａ 

サービス低下を招かないよう配
慮しながら、適正な予算執行をさ
れている。 

施設設備の老朽化に伴う修繕
費等については、市と協議し利用
者に不便を来たさぬよう対応して
いる。 

・利用料金収入は当初見込みと乖離していない 

・修繕費は適切に執行されている（過剰な剰余金はない） 

・収支計画書の範囲内で適正に予算を執行している 

・指定管理に係る会計は、団体自体の会計と区別した管理をしている 

・経費削減は施設機能の低下等なく実施されている 

 

【評価基準】 

SS 優良：仕様書等の業務要求水準を上回る効果的・画期的な取組により、優れた成果があったもの 【コメントに取組内容・効果の具体例を記入】 

S 良：仕様書等の業務要求水準を上回る取組がされているもの 【コメントに取組内容の具体例を記入】 

A 普通：仕様書等の業務要求水準どおりに行われているもの 

B 不十分：仕様書等の業務要求水準に達しておらず、さらなる努力・改善が必要なもの 

C 不備：仕様書等に基づく実施すべき事項が履行されておらず、指導や事業内容の見直しが必要なもの  

 

●総括評価 

指
定
管
理
者 

１年間の自らの管理運
営状況、施設の実績等
を評価し、翌年度の課
題等があれば記入して
ください。 

入浴に関しては、コロナ禍ではありましたが 5 類への変更もあり人数を制限して実施しました。浴場運営につきましては、水質管理等、衛生面を特に注意し、利用者の安全の確

保に努めました。閉館する事が決まってから、利用者数が増加しました。 

ご利用者へのサービスの一環として刃物研ぎの（無料）イベントを 5 年度も実施しました。 

年間を通して利用者の安全を第一に考え、公平性を保ちながら気持ちよく利用して頂けるよう努めてまいりました。 

 

所
管
課 

事業報告書の内容、利
用者アンケート及び実
地調査の結果等を多角
的に評価し、指定管理
者制度導入の効果を検
証してください。 

 自主事業を実施し、集客の向上に取り組まれており創意工夫が見られた。 

 新型コロナウイルス感染症の 5 類感染症移行後は、徐々に利用者が増え、地域の憩いの場、通いの場として十分役割を果たしている。 

 利用者アンケート結果から要望、苦情等については、対応可能な案件は迅速に対応され、質の高いサービス提供がなされていた。 

 建物の老朽化や機器類等の管内設備の経年劣化もありましたが、施設内の清潔は保持されていた。 

 指定管理者制度を導入したことで利用者や市民の声を身近で聞くことがき、民間のノウハウを生かして、多様化するニーズに対応することができていた。 

 

 

 


